
項目 法隆寺金堂あるいは嘉師寺班活にならった事項 調益した事項

全体 [111遣部l [ I~遺dii l

二郎tは伎附の訟をHi行、梁1111とも-11目減ずる. 部1>1"断而は、住 IIU、建 111 1寸法滞 I~応じてきだめる。

二mの隅住1:初1f{入制位とは償をそろえるe ただし 、 古代ll!~告においてEけし Hï. 尾íf!木事の断面 1:1同じであるのでこの

ニmの!sI:IJ以外の位!日iは初放とほぼ11f)寸とする. ことは司ーる.

二震の1!r.1)装置fitii行、 ilellllとも両端111)は土段、他の111)は連子怒とする.

述子窓の中央に nll伎をたてる . ニ の主主のl立舵はち ょ うど担~JI(の位位慣と 一致.

t})安部分の小也擦は巡子窓中央のIIIJ位上にかかるe

[:lま低面l

ll!物全体の""さ()，占壇合む)は木幻IIIJ寸法と一致.

令{宇高さの1/3.2/3のl立{置にそれぞれ初i1L=1[(の軒がくる。

基砲 (温情の保存上.RC造石貼りとする) 器l.ftは時代を考慮してー1[(とl..J.ft上碕とする.

高き11天平問東大寺大仏殿程度とする.

住民石は、J.l!物の略式を考慮l..1主砲を竹りだしたものとする。

蛤部 伎のつなぎは:iIlJ'tのみとするe 住は時代を考慮して、 腕型iりとせ寸・上半を組くする.

車E梁を使月iしな". 法隆寺金盆において二重町住のつなぎは台給状の長持のみだが、 当J.l!物におい

ては純物を薬師寺式とするため‘:iIlrt、台絡を組むz
組物 ー手先で. 手自に総物1111 をつなぐ迎肘木のないいわゆる~師寺式とする .

天井 111.なる化粧材でなく 、ニ1[(の足冗をかためる情遮(l';!主宵jを処たす.

天井桁は井桁に組まれ.~描鰐 1 :1二皿住主主とかみ合う .

天井桁l勾に太い怖子が組まれ、水平情I師をIn成する。

支輸も太い材が{世III~ れ.ブJ .丈的役押lを扶たす.

肝廻り ー軒繁蚤木で、地内飛14とするg 地事木勾配については.sl般の町tれ長さを考慮して定める，

小屋組 宜t~圭筋に土1占桁を抱え . it子慰中央ßI)位{主世に小I.i!梁をかける 。 ~ 1I1)が法隆寺町倍近くあり.中間で両面1位低をJI!で支え、大梁をうける.

婆飾り 奴τI純とする.

屋栂 野座.mを段けないε =11'1はtllfとする.
大縦両溜に鴎足、 中央に::5:1年をのせる.

鍵羽のIII は玉虫駒子を~考にする .

住間Z霊園 =1fI隅の110を土授、他の111)を述子怒とする。 肢は大きさを考慮して、-f(阪でなく、i!tに桟をうつ形式とする.

各il!子町中央に問伎をたてる. 時代をJJlll..扉位世に長t甲をうち‘そこに郁をつる。
その他 高欄は年代を考慮して、地覆 平術開のil:!品iしはや的、横連子とするs

また法隆寺金金1:lr.G側の斗誕の割1:1位IIIJ数にあわせているが、位問寸法が大き
〈 民川隔に倣材が耐えられないので、 その限界を考慮して十分割とする.

第一次大短殿復元案にJ軍用した術造形式とその根拠

2.第一次大極殿実施設計準備 現存古代建築の技法および構造力学上の調査 基本設計

平成9年度設計の概要と復原の栂本方針 当{j'度は、こ における構造上の診断でIYJらかになったように、復原版

れまでの二か年にすすめてきた基本設計・の成果と諜姐を 奈は、占代建築としてなお検討の余地を残していた。そ

もとに、今後の実脳設元l'に着手するiiij段階として「実施 れらを補うために、参考として現存する古代建築を、併

設計準備Jをおこなった。 造技iLと構造力学而から淵査することとした。

基本設計において方向付けされた大級殿復原のf!~本方 構造技法については、法隆寺金堂では、 小屋調lの実iJllJ

針は、当H守の建築そのものの再現をめざすものとして、 とともに、初主と二重のれの配 li"l~ 関係と Jfq!i組の構造、 昔日

本来の，tllJJ左形式による占代建築を設定し、そのうえで、 M断而の大きさと形などの制祭、薬師寺東塔では、梨椛

避けては通れない現代のill築としての安全対策を、別注 の笑iJlリ、斗の木材の使い方(木iI斗の分布)の確認と樹

補強で補おうとするものである。 稀(ケヤキとヒノキ)の判別、各府の軒の出とその計画

この).i$1ーにしたがって、現存古代建築の技法および椛 の考察、玉虫厨子では、屋根の大被と鴎尾とけらぱ、け

造力学 |二の調査、構造而の検討による復原案の訓務、情 らばの/J¥の納まりの観然などを、それぞれあらためてお

造実験の追加、構造解析と補強の検討、大極殿但)Jj(楽に こなった。

よる概lij作の設計図書ーを作成した。 桃造プJ学上の調査は、法隆守金堂、薬師寺東端;、唐招

tl'lt造災験を含む尖施設H!'WHillJ の設計業必全般を 、 (1I~') 提寺金立について、現干tの:f{lt造上の破損状況、後l止の布Ii

文化1IH:1!造物保存技術協会に委託し、実験については山 強、小屋組から刻l物、.fJへと伝わる力のメカニズムの解

体水産省必林総合研究所と (IlD IJ本住宅 -木材技術セ IljJ、先日怖の構造解析などを試みた。

ンターの協力を得た。 構造面の検討による復原案の調整 原案から調整して整
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正函 側面

桁行断面 梁間断商

平面

第一次大僅殿復元案

理した復原案網11音11構造形式は表のとおりである。初重と

二重の柱位世関係、母屋と庇の柱と翁l物の|刻係、小屋街l

と屋棋のかたち、ffJ:屋の天井、その他網11部を訓挫した。

基本方針として、 亙!門の建築と しての構造を、古代建

築でIIItー現存する法隆寺金堂にならうとともに、組物、

!肝廻りをはじめとする形式技法は、年代的にも っとも近

いとみられる薬師寺東塔を参考にするものとした。ただ

し、規模、種別、用途などが異なるために、そのまま採

用することができないと*IJ断される部分については、年

代や規模のほか類似点のあるその他の雄物も参考にしな

がら、意匠、総造の両而から、奈良H寺代前期にふさわ し

いと考える設計をおこなうこととした。

構造実験の追加 基礎への免良装置の採川によって、監

の受け持つ耐力が!Iま滅され、朱雀門で採)FJした、周聞を

金属枠で閉めて挫而に木裕子を創lみ金属板をはめ込むよ

うな大きな耐震性能をもたせる挫構造で・ある必要はなく

なった。古代建築本米の土壁の彼)Ji(の可能性が生まれ、

この方式の採用を検討するために、土壁の耐力や仕様を
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復原壁実大実験装置

復原堅実大実験装燈

初恋 二重

架備の支鍔1漫綿

m:原堅実大実験装置 土壁塗り

把握する集大実験の必要が生じ、その装置を製作した。

その他、基本設計の段階でおこなってきた炭素繊維補

強による接合部実験、長期クリ ープ実験は、さらに有効

なデータを仰るため継続させた。

復原案の構造解析と補強の検討 数点の復原試案をそれ

ぞれ構造解析し、この結栄によって梁を選択、調整して

復JJi(案をまとめたうえ、最終的にこの復原案をさらに椛

造解析して梢造而の妥当性を確認した。

lU原案が固まることにより、古代建築のもつ本来的な

弱点が整理され、基礎免震装世のほかに、小屋組なと'へ

の補強の必要位i丘と程度がIYJらかとなった。それらの部

分の具体的な補強方法を検討した。

大極殿復原案による概略の設計図書の作成 平而図、 JL

而I~I、断而図、 天井見上げ図、小屋伏せ固などを 1 /100、

一部詳細図を 1120でそれぞれ作成 した。基礎の免震装

置の概略設計をおこない、建物本体については、椛}広告11

材調書を作成、 工事仕様却を作成するとともに、工事政

概卸をZ}:/I_Iした。 (木村勉)
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